
                
 

                

     
 

  
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
６
・
７

月
の
播
種
後
に
は
雨
不
足
、
そ
の
後

に
は
北
海
道
で
は
な
い
よ
う
な
耐
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
高
温
多
湿
の
日
々

が
続
き
、
そ
の
影
響
で
農
作
物
全
般

の
生
育
状
況
が
停
滞
、
さ
ら
に
肥

料
・
飼
料
・
燃
料
の
高
騰
が
あ
り
、

私
た
ち
農
業
者
は
経
営
面
で
も
苦
し

い
状
況
が
つ
づ
い
た
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。 

ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
の
大
改
正
が
あ
り
、

令
和
７
年
３
月
ま
で
に
地
域
計
画
を

定
め
る
こ
と
、
地
域
の
農
業
の
将
来

の
在
り
方
や
目
指
す
べ
き
将
来
の
農

地
利
用
の
姿
で
あ
る
目
標
地
図
を
明

確
化
す
る
こ
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
権
利

移
動
を
促
進
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

  

農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
目
標
地

図
の
素
案
の
作
成
な
ど
取
り
組
む
活

動
も
大
き
く
変
わ
り
、
年
末
に
か
け

て
は
目
標
地
図
素
案
作
成
に
向
け
、

各
地
区
で
懇
談
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
素
案
作
成
に
つ
い
て
は
、

皆
様
と
協
議
し
な
が
ら
本
年
も
引
き

続
き
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
も
農
地
利
用
最
適
化
に
向
け
、
地

域
の
代
表
と
し
て
使
命
を
果
た
す
た

め
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

結
び
に
、
日
本
中
で
コ
ロ
ナ
の
感

染
は
未
だ
終
息
が
み
え
ま
せ
ん
、
感

染
者
減
少
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が

今
後
も
気
を
抜
か
ず
に
感
染
対
策
を

講
じ
な
が
ら
生
活
・
経
済
活
動
が
回

復
し
、
皆
様
ご
健
勝
で
今
年
は
最
高

の
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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令
和
5
年
11
月
27
日
に
、
士
別

市
農
業
委
員
会
は
、「
農
地
等
利
用
最

適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
を

士
別
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。 

「
意
見
書
の
提
出
」
と
は
、
農
業

委
員
会
が
所
掌
事
務
の
遂
行
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
行
政

機
関
等
に
対
し
、
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
（
担
い
手
へ
の
集
積

・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
等
）
に
関
す
る
施
策
の
改

善
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
す
る
も
の

で
農
業
委
員
に
よ
る
農
地
等
利
用
最

適
化
推
進
特
別
委
員
会
に
お
い
て
意

見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め
意
見
書
を

作
成
し
ま
し
た
。 

 

提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

【
士
別
市
に
対
す
る
意
見
】 

①  

近
年
の
異
常
気
象
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
改
良
事

業
に
よ
る
整
備
、
堆
肥
導
入
に

よ
る
土
づ
く
り
、
暗
渠
等
の
排

水
対
策
、
異
常
気
象
に
対
応
で

き
る
生
産
技
術
の
導
入
が
必

要
で
あ
る
。 

②  

エ
ゾ
シ
カ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
・

野
ウ
サ
ギ
・
ヒ
グ
マ
等
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
は
深
刻
化

し
て
い
る
。
農
産
物
を
安
定
し

て
生
産
す
る
た
め
、
有
害
鳥
獣

駆
除
対
策
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
。 

③  

担
い
手
不
足
へ
の
対
策
と

し
て
、
親
元
就
農
に
対
す
る
支

援
の
強
化
、
新
規
就
農
に
対
す

る
支
援
の
強
化
が
必
要
で
あ

る
。  

④  

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中

で
労
働
力
の
低
下
は
避
け
ら
れ

な
い
。
労
働
力
を
安
定
し
て
確
保

で
き
る
体
制
整
備
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
支
援
強

化
、
新
規
就
農
者
が
参
入
で
き
る

環
境
づ
く
り
等
、
確
保
す
る
た
め

の
仕
組
み
の
確
立
が
必
要
で
あ

る
。 

⑤  

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
の
進
行
に
伴
い
経
営

面
積
が
拡
大
、
機
械
設
備
等
の
経

費
が
増
加
し
て
い
る
。
担
い
手
へ

の
集
積
は
今
後
も
進
む
こ
と
か

ら
、
新
規
の
機
械
導
入
だ
け
で
な

く
更
新
も
対
象
と
し
た
機
械
等

導
入
へ
の
支
援
強
化
が
必
要
で

あ
る
。 

⑥  

収
束
が
見
え
な
い
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
紛
争
、
円
安
に
伴

う
資
材
等
の
高
騰
が
経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
。
酪
農
家
の
飼
料
高

騰
対
策
、
肥
料
代
高
騰
対
策
や
堆

肥
の
利
活
用
に
対
す
る
対
策
が

必
要
で
あ
る
。 

⑦  

甜
菜
は
北
海
道
畑
作
農
業
の

基
幹
的
作
物
で
あ
り
、
輪
作
体
系

上
重
要
な
作
物
と
な
っ
て
い
る
。

国
の
政
策
で
他
の
作
物
へ
の
転

換
が
進
ん
だ
場
合
、
輪
作
体
系
が

崩
れ
、
大
豆
、
小
麦
等
の
収
量
や

品
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
農
業

経
営
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に

は
、
甜
菜
の
生
産
振
興
対
策
の
拡

充
と
強
化
が
必
要
で
あ
る
。 

⑧  

転
作
政
策
に
長
期
間
協
力
し

て
き
た
本
地
域
で
は
、
転
作
に
対

応
し
た
営
農
体
制
に
な
っ
て
い

る
農
家
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

５
年
間
水
張
り
を
し
な
い
水
田

へ
の
水
田
活
用
交
付
金
が
、
単
に

対
象
外
と
な
れ
ば
離
農
者
が
増

え
、
市
全
体
の
農
業
も
衰
退
す
る

こ
と
か
ら
、
国
の
水
田
活
用
交
付

金
厳
格
化
に
対
応
し
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。 

 

                          < 渡辺市長に意見書を提出 > 

「
農
地
等
利
用
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
提
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令和 6 年 7 月 19 日をもって任期満了となる士別市農業委員会の委員の次期農業委員候補者を次

のとおり募集します。 

 農業委員の任命については、地域の農業者や農業関係団体からの推薦及び農業者以外の方を含め

た一般応募により委員候補者の公募・選考を行い、士別市長が士別市議会の同意を得て任命します。 

   

1．募集人数 

  27 人 

2．任  期 

  令和 6 年 7 月 20 日～令和 9 年 7 月 19 日まで（3 年間） 

 3．身  分 

    士別市の特別職の非常勤職員 

4．推薦を受ける者及び一般応募する者の資格 

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他農業委員会の

所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うことができる者で、次の要件を満たす者。 

(1) 士別市に住所を有する者（特別な事情がある場合はこの限りでない。) 

(2) 士別市の職員でない者 

 ※ ただし、次のいずれかに該当する方は推薦及び応募ができません。 

●破産手続き開始の決定を受けて復権を得ない者 

●禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるま

での者 

●法律で兼務が禁止されている職にある者（固定資産評価審査委員会委員、公平委員会委員、

教育委員会委員） 

5．主な業務内容 

（1）農地の権利移動の許可及び転用に係る審査業務 

（2）農地等の利用の最適化に関する業務（担い手への農地の集積・集約化、遊休農地の発生

防止・解消等） 

（3）農業一般に関する調査及び情報の提供 

6．推薦・応募方法 

   所定の様式に必要事項を記入の上、持参又は郵送により提出してください。 

なお、詳しくは、市ホームページ「士別市農業委員会委員の募集について」を参照下さい。

（様式は、農業委員会に備えてあります。また、市ホームページからダウンロードできます。） 

7．募集期間 

   令和 6 年 2 月 15 日（木）から令和 6 年 3 月 15 日（金）まで【必着】 

8．提出・問合せ先 

     士別市農業委員会事務局 

   〒095-8686 士別市東 6 条 4 丁目 1 番地 電話 0165-26-7168 

士 別 市 農 業 委 員 会 の 委 員 候 補 者 募 集 



 

                              

                              

                              

                              

農 業 者 年 金 に つ い て の お し ら せ 
 
 
 
  

 
士別市農業委員会及び士別市農業者年金協議会では、農業者年金に対する理解をより深

めていただくため、「農業者年金個別相談会」を次の日程で実施いたします。  
 相談会は、「農業者年金の加入を検討している方」、「農業者年金の受給を考えている方」

など、農業者年金に関するご相談を士別市農業委員会事務局担当者が個別にお受けいたし

ます。  
 

【個別相談会日程】                 

 
▼士別市役所 第 2 庁舎（2 階）農業委員会事務局     
 

   令和 6 年 2 月上旬 2 日間 
       9：00～17：00 （予定） 
 
 
 
 
 

「農業者年金個別相談会」を実施します 

 

※ 62 才か ら 64 才の 老 齢年 金 ・特 例付 加 年金 受 給待 機者 、 未加 入 者の 方に

は、 年 金個 別 相談 会の ご 案内 を 後日 、郵 送 いた し ます 。  
 

農業者年金に加入しませんか 



 

 

 
 

                             

                              

                              

                              

農 業 委 員 活 動 報 告  
 
 
 

  

令和 5 年度の農業委員会と行政機関との合

同作況調査を実施しました。  
 調査には農業応援アドバイザーの田中英彦

氏も参加頂きました。 

 現地調査では、水稲・大豆・子実コーンな

ど、市内全域 6 カ所の圃場について調査し、

各作物の生育状況など確認しました。 

 又調査後には報告会を行い、農協及び共済

組合推薦の農業委員、農業応援アドバイザー、

農業改良普及センターから生育状況・収量等

について報告を受けました。大豆に関しては、

莢数は平年より多いが、徒長による倒伏のた

め成熟に 向けて の莢 数の減少 が懸念 され る

が、生育は平年並みかやや早い程度で推移、

水稲や他の農作物も同様の生育状況で推移し

ているとの報告でした。  
 

   
 

   
 

 

作 況 調 査 
令和 5 年 8 月 28 日 

 

 

 

 
 
農地パトロールは、農地法第 30 条第１項の

規定に基づき農業委員会が毎年 1 回、その区域

内にある農地の利用状況について調査を行う

ことが義務付けられています。  
 士別市農業委員会では、遊休農地及び遊休化

のおそれがある農地の実態把握、農地の違反転

用発生防止と早期発見、農地法の許可及び届出

案件の履行状況の確認を目的に農地パトロー

ルを実施しています。  
 本年のパトロール（利用状況調査）は各地区

担当農業委員及び農業委員会事務局により市

内７地区に分け計 87 筆を 8 月 9 日から 23 日

の期間において実施し、遊休農地の把握に努

め、農地法に基づき適正処理を行いました。  
 
  
 

    
 

    

 

農 地 パト ロール 
 
 



 

 
 

                             

                              

                              

                     

 
                                           
   
    
 
 

贈与税の納税猶予の適用を受けている方は、その申告期限から 3 年を経過するごとに「贈与

税の納税猶予の継続届出書」の提出が必要な制度となっています。 
   つきましては、本年、提出が必要となる納税猶予適用者に対し、令和 6 年 1 月末頃に、 
  税務署より『納税猶予の継続届出書の提出について』という文書が送付されますので、確 
  実に提出くださいますようお願いいたします。 
   なお、期限内に提出されなかった場合は、猶予税額の全部確定事由となり、納税が猶予 

されていた贈与税額を納付しなければならなくなりますのでご留意ください。 
 

〈提出書類〉 

 （1）贈与税の納税猶予の継続届出書 

 （2）引き続き農業経営を行っている旨の証明書 

    （平成 6 年以前に納税猶予を受けた者で全部担保を提供している者は提出不要） 

 （3）特例適用農地等に係る農業経営に関する明細書 

（平成 7 年以降に納税猶予を受けた者） 

  

〈納税猶予の継続届出書の提出先〉 
 （1）確定申告を農民連盟で行う方は、各農民連盟へ提出してください。 
 （2）上記以外の方は、士別市農業委員会事務局へ提出してください。 
 

 〈提出期限〉                           
 令和 6 年 3 月 15 日（金） 

   不明な点がございましたら、士別市農業委員会へお問い合わせください。    

              

「贈与税の納税猶予の継続届出書」の提出について    

 



 

 
 

                             

                              

                              

                          
 
 
 
                  

令和 4 年 1 月から令和 4 年 12 月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当）

は、以下のとおりとなっています。 
 

【田（水稲）の部】

締結（公告）された地域名
平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

算出の基礎
とした筆数

中　　　央 8,224 13,000 3,400 139筆

上　士　別 10,900 15,000 6,000 36筆

武　　　徳 10,000 10,000 10,000 104筆

中　士　別 10,330 11,648 10,000 39筆

多　　　寄 9,732 10,000 9,070 29筆

温　根　別 7,969 10,118 4,128 41筆

朝　　　日 6,599 7,251 6,011 52筆

【畑（普通畑）の部】

締結（公告）された地域名
平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円）

算出の基礎
とした筆数

中　　　央 2,428 4,000 900 98筆

上　士　別 2,675 3,000 700 17筆

武　　　徳 3,000 3,000 3,000 32筆

中　士　別 3,000 3,000 3,000 5筆

多　　　寄 3,000 3,000 3,000 32筆

温　根　別 1,712 2,333 902 42筆

朝　　　日 1,133 1,800 900 32筆
 

 
 

令和４年士別市農地賃借料情報 
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農地転用には許可が必要です 
 

                      

編集/発行 士別市農業委員会 編集委員会 

〒095-8686 士別市東 6 条 4 丁目 1 番地（士別市農業委員会内） 
TEL 0165-26-7168 / FAX 0165-29-6373 
E-mail nohgyoiinkai@city.shibetsu.lg.jp 

 

 農地を住宅・倉庫・駐車場・資材置き場等

の農地以外にする場合（農地転用）には、農

業委員会の許可が必要です。 
 個人で所有している土地であっても許可

なく無断で農地を転用した場合や、許可通り

に転用していない場合は、農地法に違反する

こととなり、工事の中止や原状回復の命令が

される場合があります。（悪質な場合 3 年以

下の懲役または 300 万円以下の罰金） 
 
 転用をする場合は、事前に農業委員会へご

相談ください。 

 
 
 
 
  
  全国農業新聞は地域農業者の代表機関である農業委員会 
  のネットワークが発行する週刊の農業総合専門紙です。 
  農業者の「経営と暮らしに役立つ」ホットな情報を毎週 
  金曜日にお届けします。 
  詳しくは、士別市農業委員会へお問い合わせください。 
 

 
 
 
 
 
 

◆発行日 週 1 回（金曜日） 
◆発行所 全国農業会議所 
◆購読料 月 700 円（送料、税込） 

 全国農業新聞の購読について 


